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（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 5 議会費 項 5 議会費 目 1

1

県支出金 その他 一般財源

109,272 109,272

46,584千円

10,692千円

22,585千円

16,095千円

1,658千円

50千円

2,649千円

613千円

1,494千円

2,717千円

30千円

4,105千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補助率（充当率）等

18　負担金補助及び交付金

款-項-目-節-細節 説明名称 充当額

12　委託料

13　使用料及び賃借料

　タブレット端末使用料等

17　備品購入費

9　交際費

10　需用費

　消耗品、議会だより等

11　役務費

1　報酬

3　職員手当等

4　共済費

8　旅費

 一般旅費、費用弁償

2　給料

105,871

事業内容の説明 経費内訳

１　事業概要
　本会議や委員会の開催など議会運営に要する経費。議員
報酬など議員に要する経費。

２　主な内容
　本会議・常任委員会・特別委員会などの開催。議会だより
の発行。各種議員研修・勉強会の実施と参加。

３　前年度との主な変更内容
　・議員数　１５人→１６人へ
　・議員選挙（R7.4)による議会構成の変更
　・議会タブレットの更新（R7.5）

前年度 今年度
財源内訳

国庫支出金 地方債

議会費

事業番号 事業名 議会費（一般）

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

議会・議員・事務局職員

総合計画における位置づけ

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

適正な議会運営の確立及び開かれた議会活動と
議員の資質向上を図る。

所信表明の「5本柱」
における位置づけ

根拠法令・要綱等

大山町議会の議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例　等

令和７年第２回定例会

議案説明資料 議会事務局

議案番号 令和７年度大山町一般会計予算



提出課：
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（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 10 総務費 項 30 監査委員費 目 1

75

県支出金 その他 一般財源

1,538 1,538

612千円

396千円

16千円

192千円

156千円

27千円

5千円

120千円

14千円

合計 1,538千円 
（財源内訳の詳細　単位：千円）

補助率（充当率）等款-項-目-節-細節 説明名称 充当額

10 需用費
 消耗品費
18 負担金
 県監査委員協議会負担金
 町村監査委員全国研修会負担金

 代表監査委員 1名

今年度
財源内訳

国庫支出金 地方債

 代表監査通勤費相当分

事業内容の説明 経費内訳

 議会選出監査委員 1名
8 旅費
 県内研修 2名×3回分
 全国研修 2名+職員1名
 費用弁償
 監査2名分

1 報酬１　事業概要
　監査委員２名の報酬及び監査実施に伴う監査委員の旅費
等に要する経費

２　監査体制
　監査委員　2人
　（識見監査委員・議会選出監査委員　各１人）
　事務局　2人（書記。議会事務局兼任）

＜主な監査・検査＞
　例月出納検査：1回/月
　決算審査：1回/年
　定期監査：1回～/年　
　　
　
町長の求めによる監査：求めのあったとき
住民監査請求に基づく監査：求めのあったとき

３　前年度との主な変更内容
　・R6.7 報酬改定による増

1,336

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

監査委員・事務職員

総合計画における位置づけ

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

町の財政・行政に関する事務の執行が適正・効率
的に行われているか、監査、決算審査、出納検査
等を監査委員が行う。事務局はそれを補佐し、監
査機能が発揮されるよう事務処理を行う。

所信表明の「5本柱」
における位置づけ

根拠法令・要綱等

大山町特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例　等

前年度

監査委員費

事業番号 事業名 監査委員費（一般）

令和７年第２回定例会

議案説明資料 議会事務局

議案番号 令和７年度大山町一般会計予算


